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別府市中部地区の電気探査  

湯  原  浩  

1．緒  言   

別府市の旧市内と亀川の間にある地域に、地下に潜存的温泉が存在するか否かを知るた  

めの一方法として、さきに筆者は地下一米の地中温変分布を調査した。その結果、境川北  

岸漕い、六勝岡西範に地中温度の異常に高い地帯があることを認め、この地帯の地下に高  

温熱濾が存在することを推論した。しかし、地中湿度の分布は地下熱源の存在を推定する  

資料にはなるけれども、濃泉水があるかないかを推定するには充分ではない。即ち、温度  

の高い遮泉水釘存在を裸査するには、それを熱波とみなして熱源の存在を追及すると共に  

況泉水そのものの所在を揖査しなければ怒らない。後者は本質的には地下水探査と同様で  

あるが、→舵に温泉水が地下水よりも地下深い所紅あるために技術的に幾多の困難を伴う  

ものである。地下プ虹琵査紅最もよく用いられる方法は電気探査であり、地下水は地下に放  

て一灘如こ管状をなしていると思はれるので、此奴抗港を行うに適している。筆者は上述の  

観点から、境川以北、春木川以南、別府一案相寺【鉄輪県道以東の地域で此抵抗法による  

電気探査を行い．。さきに行った地温分布調査と共に、この地域の潜在的源泉頓の所在を推  

論する授けとした。   

2．i則定方法主節締結呆   

調薬地域は西から東に約15D泣の傾斜をもつ水田群であって冬期のため水田の水は全部  

排水されている。流れに滑って小規模の猷力二存在するが、此軽的簡単な地形であるので  

Ve－1neコの電極配列型式を採用し、探さに対してすぐれた解析能力を］寺つ垂直探査迭で控査  

を行った。たゞし、資料の検討に当っては、水平接査法に類似の取扱いも行って判定の補  

助としたb   

測線の地理的分布は第1図に示す。地←P湿度訴査によって、東西方向に伸びた帯状の高  

塩部が認められたから地下に温泉伏流水が存在すれは流動方向も東西方向であると考えら  

れる。したがって主として測線をi充動方向と→致する東西方向に張り、流動方向と想定さ  

れる方向と直交する横断繰上に301ユー乃至100mおきに中心点をおいた。叉同時に水準測量を  

行って中心点の槙高を求めた。  
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解析方法は種々あるが、－まず臨準曲線法によって各深度に対する比抵抗を求めて表示  

すれば第1表の如くである。   

測定によって得られた見揖比抵抗と電極間隔との関係は単純なものではなかったので、  

これから求めた地下状況は鍔l表の如く上揺曳抗値の異なる薄い屠が多数存在することにな  

る。しかし理論的に皆の数が多くなればなる程、瞭準曲線法で求めた結果の信頼度は意く  
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なるも甲であるから、第1表に与えられた結果に基いて細かい議論をすることは無意味で  

あって、むしろ此抵洗値の大きな違いに着目して推論をする方が探査の目的に適している  

と思はれる。   

一叢に地厚の比抵抗値は、①地犀を構成している岩石の此抵抗②基膵を満たしている液   

体の比抵競⑨整除を満たしている液体の容積比、等に支配される。調査した地域は火成岩  

質の沖積屏であるから、比抵抗値の違いは主として基防を満たす液体によって左右されて  

いると思はれる。しかも、もしこの他城に温泉伏流が存在するとしても、その温泉水はこ  

の地域の東端の海岸に既存する温泉の温泉水と大差がないと考えてもよく、それらの温泉  

の塩分濃度は小さいから、丑抵抗値によって基除を満たす液俸が単なる地下水か温泉水で   

結局比抵抗値は墨採を満たす液体（地下水又は温泉水）の容積比によっていると考えら  

れる。地督茎防が地下水で飽和されているときには－抵抗は100∫1m以下であるから、今便  

宜上第1表のPをP≧100nmとPく1〕OQlユーとに分類して、第1囲のAユB、C－D、E－F、  

G－ii線に沿う断面図を描くと第2囲a、b、C、dの枝になる。  

第2囲柁見れぼ比抵抗の小さい屏は測線が0。1より次第に往くなり、No・封午於て最も深く  

それより 封0．5、ぶ0．8と深くなり、Ⅸ0．22に於て再び浅くなっている。武0・4に於ては探  

さ約1Tnで5りOmの／ト抵抗屏に到達している。この録な地下浸い処に遮泉伏流が存在すると  

け考えられないが、前の地温調査で得た結果でも、Ⅸ0．4を中心として混変の高い地域が  

存在したから、この擾な小銭読替は今少し深い処にある温泉伏流の影響かもしかない。  

文革0．22に於ても′j、抵読替の浅いこと1地中漁家が周囲の地中漁家よりも高いこと1一致  

している。第望図bではざ0，4の東に位置するぶ0。15に於て深さ如1で360mの小抵抗骨に達し  

ているが、潔0．16では深さ20m～8知性259つmの大抵抗替が認められ、更にⅨ0・18で′ト抵  

抗督が深さ15皿泣まで上昇しているが、第2囲aの如く系統的にはなっていない。第2図C  
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の東西断面で掟、∬0．6～求0．20愛で地面の傾斜が可なりあるにもか1わらず小紋洗骨の深  

さは海面上3～らmでほゞ一定しており、どくわすか海に向って傾いている。第2図dでは  

Ⅸ0．19に於て深さ351n泣に33（ユmの小抵抗厚が認められるが、No・14には深い処まで祝いた  

小抵抗屏はない。   

以上の結果、割合系統的に地下に比抵抗の小さい犀が存在するのは測線No■1、2、3、4、5、  

6、20を含む地域であって、地中温度の高い地域と一致している。更に第2囲Cに見る如く、  

′J、抵抗層上面がや1海に傾いていることからみても、この地域に塩見伏流水か存在して、  

山手から海に向って流下していることを暗示している。しかしこのことは電気探査港の本  
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賢から、単に想像の硬嬢を与えるに過ぎないのであって確言できることで枚ない0   

次に断面A」胱潤って測線Xo．7からざ0．13までの間について、電極間隔aと見掛此抵抗  

P託との関係を同深見耕此抵抗帆線として国号すると第3囲の如くなる。この様な表元浜  

は普選水平探査港町結果を判定する時に使用するものである。吾々の行った探査法は垂直  

探査港で、電極の移動方沫は水平探査港と異なるも、その測定値を第3囲の猿に表示すれ  

ば、水平探査法と同様に地下異状物の泣置をほゞ決定することが出来る。第3囲む見る  

と、電極間隔が40mより大なるとき、No．接中心にぶ0・1去りヌ0・5の問で見料此抵抗値が  

極めて小さくなっている。したがつ  

てFo．1からポ0．5の問の地下に比抗   

抵値の小さい暦があると云える。  

しかしそれが温泉水であるか、単な  

る地下水であるかは、前述の弓碧準曲  

線法と同様判定することは出来な   
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3．結  

比抵抗垂直探査携で得た資料を標準曲線法で解析した結果、境川ゐ北建に滑う地域に此  

抵菰植の小さい暦が浅く存在していることがわかった。同深見糾比抵抗曲線からも同株な  

ことが想定される。此抵兢値の小さい昏は水で飽和した暦であることは確かであるが、そ  

の水が温泉水か単なる地下水であるかは電気探査把よっては判定し得ない。しかし、前に  

行った地寵調査によって判明した地中泥壁の比簡約高い地域と上記の地域がほゞ一致して  

いることから、境川北岸に沿う地域の地下に温泉伏流が存在すると想像することは出来  

る。たゞし、塩見伏流の探さ及び混変を推論する論媒はなく、たゞ浸ければ鹿渡は此密約  

低く、深けれぼかなり高温であろうと思はれる。   

春木川雪芹にも境川の北岸に潤う地域と同様、比抵坑値の小さい屠が浅く、且地中湿度  

の比・醗的高い箇所が－ケ析認められたが、地域的に論ずる程詳細には知り得ない。   

終りに御指導を腸った瀬野博士、測定に協力された山下、岡村両理学士並に学生諸氏  

に感謝する。  
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大分藤山団村温泉調査報告  

山  下 幸 三 郎  

1．概  観   

山匡挿封五大分県の西北部耶馬横国完公園内に在り、以前より村内数ケ所に温良の自発t湧  

出あり。第一囲の如く其の内2地区では三十年以前に穿掘を行い加熱借用に伏していたが  

現在は放置又は雑用に用いている。穿掘孔は字曾地区に≡口、藤木地区に一口ある0穿掘  

の蓑深は173m、泉湿怯何れも330C以■Fである。この地域一帯の表面に露出する岩石は主  

として耶馬御勺景拡を作っている集塊岩であるが、塩泉湧り土地附近には安山岩の買入カミ見  

られる。この安山岩には無数の亀裂があり塩泉湧出に何等かの関聯があるものと思う。   

これ等温泉の湧出状凱及二地区に於て地中濫変調査を行い高塩塩泉湧出の可能性紅つ  

いて検討した。  

2．苧曾地区の温柔に試て   

字母地区には以前より地上紅温泉の徴挨があり大正十二年頃より穿掘を行い現在三口あ  

る。穿掘の最深173mの塩泉は川中にありて放置した為洪水により管中が埋もれているが  

侍少量の湧出があり泉塩28．80Cである。他のニロは現在雑用に用いている0   

其の湧出量と水頭の関係は第一表、第二図の如く商況泉共二次的関係を示し静止水頭は  

大分交通株式会此所有の方が約1jn高い。  

研一寒渦泉水頑と前里量の関係  

大分婆通株式会社所看   l’井上民所可  竜泉の0点を基準とする   
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筒両蒐泉間の距離が160mもある把拘らす湧別量の葡亙影響が顧着で大分交通株式会社  

の湿泉水梗を地表面意で低下させると、井上氏の混泉は湧州が停止する。この関係を調べ  

た結晃は昂二表、第≡図の如く影響は数分内に表れ初める叉井上氏の温泉を停lとして大分  

交通株式会潮二の塩魚には変化は認められない。   

次にCレ且0〔）3ノの分析結果は繭塩魚共水頭を変化させても変化しない両塩見は殆んど   

同量である。  

以上の結果から見て商況泉は同一塩泉水系で地下伏流に蛭密接な連絡があり而も大分交通  

株式会祀の塩見が伏流の上流に存在する。   

次に両温泉の導管中の泉温む測定した結果は男≡蒙、韓国囲の如く繭温泉共最低部に於  

て泉混は急上昇し溝部把於ける泉温変化は僅少である。叉井上氏の方が高温慶である。筏  

部に於ける泉温の変化は湧出途中に▼於ける冷却であろうが深戟に於ける泉温の急変は冷却  

把よるとは思われない。筒井上氏の温泉については湧田中及湧出停止中の導管中の泉温を  

測定したが19時間停止後は深度2iln一朗mの問湧出中より高温を示した。（罪因図参照）  

この泉温変化は冷水系の混入による結果として説明可能であるが、前述の調査結果（a）両  

温泉の湧出量の相互関係及泉温の関係、（b）商況泉の水頭変化による化学成分及泉温の関  

係を考慮すると以上の資料では説明は困難である。或は冷水系の混入は無く伏流の途中紅  

於て地温による加熱の結果としての説明も考えられるが今の処断足する資料が十分でな   

レ、。  
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第二表 湧出量の相互影響（1953・11・18調査）  

大分交通株式会社所有泉   

Lハエ  
10．48  

ユ0．缶8  

1U．50   

ユ0．37   

10．33   

10．37  

10．37   

lィ11  
10．46  

ユ0．42  

】0．9J   

ユ1．0方  

10．29  

9．65  

9．21   

LハⅠ   

9．UU  

11．ユコ  

9．77  

1U．39  

11。56  

12．03   

12．32   

時分  
11．し化  

11．05  

1ユ．U7  

1⊥．09  

1】．1i  

ユ1．ユ汚  

ユユ．47  

時分  
ユ2．u7  

1雲．Ⅰユ   

12．ユ3   

12．16  

】2．18   

12．2U   

】2．22  

時分  
12．24  

ユ2．26   

12．3日   

13．31   

ユ3．41  

jJハヰ  

12．57   

ユユー 83  

11．26  

Jl．22   

ユ1．09  

10．69   

】U．6亡）  

時分  
iユ．49  

11．5Ⅰ  

】ユ．53   

11．あ5  

11．b7  

12．UO  

ユ2．03  

時分  
JU．24  

10．41  

10．43   

ユ0．45  

10．47  

ユ0．52  

10．55  

1現．4古  

ユ2．9ヰ  

15．占4   

】5．23   

15．33  
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第≡蓑 温泉導管FFlの泉温  

大分交通株式会顧  

泉  温【表面泉温l湧出量  深  度】泉  温l表面泉温l頚出量   

O C  

32．3  

32．4  

32．4   

32．4  

3三三．4  

O U  

3望．3  

32．4   

32e5  

32．6  

33．ゐ  

⊥⊥  
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井上氏所為泉導管中の泉温（19掴．ユ・22調）   

湧 出 中 の 泉 温  渥出停止ユ9時間後   

津  皮  泉  温  表面泉温  産出量！  極至 匿  竜泉 温 u  ミ表面晃温  湧出量   

rlll q（三  O C   1ハt   ln  0（】   0（j   

3三～．6   ユ4．uLl   0   24．9   24．9   0  

ノ／   〝   4   32．4   〝   〝   

〝   14   3ヨ．6   ．う′   〝   

〝   24   33．1   〝   〝   

〝   29   33．3   〝   〝   

0   34   33．3   〝   〝   

4二l   44   33．4   〝   〝   

古4   3丁；．1  〝  13．64            33．ユ  1  〝  〝            33．ユ  〟  〝   らヰ   33．5   〝   

59   〝   59   34．6   〝   

64   34．6   〝   34．6  〝 皇  〝                 〝   

/j I 

何れにせよ現在以上め高温泉の湧出は可能と思う。   

館との牒泉の附近の地下1111把於ける地温之測定した結果は第右図の如く山国川右岸大  

分交通韓式会社所有温泉側に於てはこの温泉の附近及びこの東方に温度の異状地帯がある  

が、左岸では井上氏温泉の附近に小範囲の異状があるのみで他に認むべき高塩部は無い。  

井上等温泉穿掘以前は附近の他の地域にも異状が認められたが穿掘筏焼く成った由や現在  

も其の地域には異状が認められない、この地域の温泉勢力挨強大とは思われない。前述の  

湧出量影響調査の結果からも認められる事である。   

守実より日田行の道路と彦功行道路の交叉点附近に一ケ所高温地下水の湧出がある由に  

て（現在不明）この附近地温調査を行ったが地中温度からは特別異状は認められない。  

（第西表、第五図参照）  
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3．添木、春田地1亘温泉に就て   

藤木地区減免は猿川中の岩石の亀裂より自貯湧出している。（第→図参櫓）山永氏け最下  

流の白財湧出地にごnl穿記を行い引湯加熱して浴用紅伏していたが現在は放置してある乙  

の温泉について湧出量水頭の関係を調べ潅結果は二昂五表、．第七図の如く水頭湧氾量は略→  

桑園係を示す他の自薦湧出について温度CLノ，斤UO3ノ，は第六衷の如く これ等の間には明  

瞭なる関係法無い。春甘地区にもニケ朗に白密湧出がある、川岸で湧出状態、地形揉猿川  

とよく似ている上流の方が泉況2ヱD25C、下流が23D55Cで湧出量は下流の方が多い。  

第五表 山永氏温泉湧出量と水頭の関係（1953・11・14調）  

Cもノ  

（g／も）  

温iしjlノ  

1（g／t）  …．彗。－t一門且開0凋  彗c川戸】讐  

半し固 山司軋浮草ポ皇衰Yニ細片の聞煉  

・・ 

＿：  

l  

／／  
古0【d  

永  j碩  

4．深耶馬漠村の温泉に就て   

耶馬漢には山国村の外探耶馬瑛村にも源泉がある山削寸調査後所有者の依静により調査  
シキラ  

した。洩泉は鴫艮と探耶馬一月八景のニケ所にありいずれも穿確温泉で下表の如く≡口あ  

り浴用に使用している。鴫良の大分交通株式会社の温泉について水頭と湧出量の関係及導  

管中の泉i臥相良氏所有については導管中の泉況を測定した、繹七表の如く湧出量と水頭  

の関係は地上15りCmに於て泉濃か急降下し水頭と湧出量の関係が乱れている、恐らく異な  

る厚から濫萱の違う温泉水の混入状態が水頭の変化によ少変化したのではないかと思われ  

るが（ブ上ノ、月℃03ノの量は殆んど変化が無い。   

導管中の泉況は大分交通株式会社所有泉に於ては2001n以深に於て急上昇する。穿掘常  

時（昭和14～15年）の地中湿変の記録と比賛すると200m以深では地中湿度の方が平均し  

・・→11－→   



て三OC高い、地中湿直の上昇勾配から見ると測定は正確であると思われるこの洩匿の違で  

は詐差によるものと暇定して修正して見ると20nm以探では地中泥壁は今度測定の泉混と  

大祐一致する、又穿掘当時の各探虔忙於ける湧出量の測定がありこれによれば200m附近  

に於て湧狸．量が最大になりこれ以深に於て減少している、混変の違いは逆流によるもので  

はないかと思われる。何れにせよ、250m以深からの湧出は線量であるか全く無いものと  

思う、2仙11以筏の泉泥棒下は冷却によると思う。  

第七表 大分交通路式会社併有泉の水頭と湧出量の関係及導管中の泉混  

「十∴ぎ11て：∴  頭l泉  温l湧出量   

欝八表 穿堀常時の地中混壁（昭和14～1ら穿堀）  

－－12－・   



相良氏泉温の低部に於ける急上昇は他に資料がないので判断出来ないが50m以浅に於ける  

泉況の急降下は冷地下水の混入によるものと思う。   

5．緒  

1．山国村にはヰロの穿掘泉と数ケ所に自曹湧Ⅷ泉があるが何れも湿度は低い。   

2。苧曾地区の穿掘泉について調べた結果温泉水泣、湧出量の相互影響から見て現在湧  

出している温泉は山国川右岸より左岸の方向に流動し其の勢力は張勢ではない導管  

中の泉温から見て現在より高況洩泉の湧出は可能と思う。   

3．地中温変分布状態よりみると宇曾地区では山酎ilの右岸には異常地帯があるが左岸  

には認むべき異常地帯は無い。   

4．山剛寸に於ける塩魚痢発の有望地とには宇曾地区が最も有望で次いで藤木地区であ  

る0   

5．深耶馬漢村の温泉は本研究会の事業では無いが同じ耶馬撰周定公園内の温泉である  

から参考の為訳査結壌を記載した。  

本調査に御指導を賜った瀬野博士及御援助を賜った県医務課、山国村役場、山国村  

公民館長、温泉所有者の諸氏に厚く感謝の意を表する0  

ー．13－   



弟四表 芋骨地区地中温度（地下1】n）  
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別府温泉調査報告  

第  二  報  

（鉱 泉 成 績 蕃）  

九州大学温泉治療学研究所   

1．緒  

唱和二十八年度大分県温泉調査研究会の依頼により二十七年度に引続き天分県別府市内  

田の湯温泉男子浴場。同女子手首場・不老泉・永石温泉・霊潮泉蒸湯泉原。亀川亀陽泉・岡  

野甘泉原（浜田遮泉）。明欝地蔵泉・堀田市有泉原（城田東況泉）。前八幡泉原の十ケ所  

の温泉につき、厚生名編笥鉱泉分析法指針、申分新法にもとづき各温泉の化学的調査を行  

った。   

2・化嬰分析方法   

実施した化学分析方法を簡単に述べると  

Na■正■塩化白金珪；Ca．且rg，汚LBO4重量法；Cl。モール法げe．ALNEhP．凪fn．此色法；S望03．  

容量法；艮∃B・ポーラログブフ法：p旦。ガラス電極p圧メタト；等によった。   

3．庶暴の踪取   

前年度に於けると同様、浴槽に流れ込む法樋より揺取した。   

4．鉱泉分析成績   

別紙   

5■ 調査したが存在Lない成分  

（A）共通不合成分  

打）臭素、沃素   

（ロ）銅  

¢う モ酸  

（B）アンモニウム不合温泉  

八幡、堀田  

（C）マンガン不合豊泉  

亀陽、堀田、八幡、明替地蔵  

一一16・→   



（D）チオ硫酸不含温泉  

亀陽、笠湖、永石、不老、浜臥 田の湯男、田の湯女   

6．異  種・   

各況泉の成分に依り三欠の如く決定した   

① 田の湯女子浴場  合土類石膏重曹泉（緩和性低棄高湿泉）   

② 田の湯男子浴場  単純温泉  （緩和性抵張高湿泉）   

㊥ 不老泉  単純温泉  （緩和性抵張高温泉）   

④ 永石渡泉  単純温泉  （綬和性匠張高温泉）   

⑤ 笠潮風蒸場  合土類最短重曹泉（綬和性低張高湿泉）   

◎ 亀陽泉  弱食塩泉  （緩和性低張高源泉）   

⑦ 亀川野田通風（浜『温泉）合芭栢食塩泉 （緩和性抵張高湿泉）   

⑧ 地蔵泉（明索き恩泉） 酸性硫化水素泉 （緊張性低張高塩泉）   

⑨ 堀田市有泉原（堀田東温泉）単純硫化水素泉（緊張性低張高湿泉）   

⑲ 静八紘泉原  単純温泉  （緩和性低張高塩泉）   

7■ 富有化撃成分の年別こよる攣化   

的二十七、八年前大分県警察衛生課に於いて施行された分析表があったので田の湯男子  

浴場、同女子浴場、不老泉、永石混展、地蔵泉（明嬰通泉）堀田泉原（堀田来週泉）以上  

六ヶ所につき、陰イオン及び陽イオンにつき比額した。  

（A）陰イオンの変化   

（a）先づ昨年と同株Cl，．靴）4’’両イオンの此SO．l’’／Cl’につき比較した。  

田の湯男子浴場  1・376 （0・881） 56・2％  

田の湯女子浴場  1．719 （0．881） 95．1  

不老泉  1・160 （0・650） 78・5  

永石渡泉  0．435 （0・337） 29．1  

地蔵泉（明哲温泉）   7．8iO （118．4崩）－93・4  

媚田温泉（堀田東浬泉）1・499 （1・203） 24・6   

括弧内は前分析値、％変化率、－は減少・  

SO。”／Cl，の変化率は増加したものの最低，堀田泉原（堀田束温泉）の24．6％より、最高、  

田の湯女子浴場の95・1％に及び、減少したものは地蔵泉（明馨）の－93・4％－ケ所で非常  

に減少している。  

r・17－   



（b）（塩素イオン）の変化  

田の湯男子浴場  

田の湯女子浴場  

不老泉  

永石温泉   

地蔵泉（明資源泉）   

堀田泉原（堀田東温泉）  

mg／1こg  mg／lこg  ％  
83・83 （137・3） －38．9  

85・84 （137．3）－37．5  

8つ・49 （ 88．6） －9・2  

170■7  （172．1） 一口．8  

18・70 （ 1・8） 938．9  

36。74 （ 39．0）叫5．8  

括弧内は前分析位、％は変化率、－は減少   

以上六ヶ所の源泉中、地蔵泉（明馨温泉）は著しい増加の債を示した。他はいづれも減  

少し、その分布は0．8％から38・9プ∠迄であった。  

（C）（硫較イオン）の変化  
mg／kg  mgノ1∈g  

田の湯男子浴場  144・1 （121．0） 19．1  
β／  ／（7  

田の湯女子浴場  118．1 （121．0）－2．4  

不老泉  93．37 （ 57．6） 62．1  

永石遮展  74．32 （ 58．n） 28．1  

地蔵泉（明碧温泉）  146・6  （213．2）－31・2  

堀田泉原（堀田東湿泉） 5与・06 （ 46・9） 18．3  

こ1に於ても地蔵泉（明禁温泉）は、他のものと大杯反対の変化をなし、31・2プ∠の減少、  

他は円の湧女子が僅か減少し、何れも増加している。   

（（1）（ヒドロ炭酸）の変化  

mg／1ごg  mg／kg  

374■7 （103．3） 262・3  

413．2 （103．3） 300■0  

323・5 （293・4） 10・3  

40三∋．与 〔3（）0．3） 59．8  

135．6 （ 78．G） 34・0  

田の湯男子浴場   

円の湯女子浴場   

不老泉   

永石温泉  

堀閏泉原（堀田東盈泉）  

以上五ケ所について、絶て増加し、特に田の湯男子浴場、同女子浴場は著しい。   

（B）陽イオンの変化  

各温泉につき著しく変化した成分のみ記した。  

mg／kg  mg／kg  
田の湯男子ゴ谷場  長● G・0ゴ （ 27．8）  

がa■93・8〕 （ 47．6）  

－、18－   



瓦fg‥ 36．19   

封a・ 91．3と主  

Ca‥ 63．52  

丑fg・・45．54   

K・  2．89  

Na・109．6  

迅Ig‥ 7．44   

正・ 12．04   

Fe‥  0．7とi  

Al・‥ 1．4  

U庖‥ 64．0隻  
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0
 
 

0
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田の湯女子浴‾場  

（19・5）  

（ 43・7）  

（ 24・0）  

（ 4．5）  

（ 7・7）  

（10・8）  

（ 44・2）  

不老泉  

永石温泉  

ユfg‥ 44．88 （ 29・7）  

堀円泉原（堀田東温泉）Ⅱ・ 13．29  

上－e‥ 0・1とi  

地蔵泉（明替温泉）   且・ 0．26  

Na・ 22．70  

nlg‥ 8．74  

Al‥・  6．3  

（ 3・8）  

（ 2・8）  

（ 6■2）  

（ 3．9）  

（ 3．1）  

（ 24．9）   

括弧内は前分析値  

（ダ）泉種並びに固形物線量の変化   

魚種に於いて著しく変化したものは無いが、新l日対称して記した。  

泉   種  固形物総量 mg／Ⅹg  

単純温泉（単純泉）  999・87 （697．6）  

合土類石膏重曹泉（単純泉）1022・612 （697・6）  

田の湯男子浴場   

田の湯女子浴場   

不老泉   

永石渡泉   

堀田泉原（堀田東温泉）   

地蔵泉（明磐浪泉）   

亀陽泉  

単純濫泉（単純泉）  771・777  

単純温泉（単純泉）  995・347  

単純硝化水素泉（茨酸性硫黄泉）360・75  

酸性硫化水素泉（硫黄酸性泉）331・34  

弱食塩泉（塩類泉）  1055・821  

（804・0）  

（1166・4）  

（368・8）  

（1018・0）  

（1225．2）  

（1855・49）  亀川野田泉原（浜田温泉）合巴捕食塩泉（塩類泉）   1861・747  

括歌内は前分析値  

終りに臨み、本調査に終始御指導御鞭鑑を賜った八田所長、並びに、測定に協力下さった  

別府市豊泉認の諸氏に厚く感謝すると同時に、本報告苦作成途上に病に倒れた川上兄の、  

一日も早ぐ決復されんことを願ふ。  

－19－   



田の湯・女子浴場  

鏡泉分析成績書  イ オ ン 表  

原泉の名称   

原泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 法   

泉混（気混）   

外  観   

臭  味  

田の湯女子浴場  cati。n  mg／l【g Tl－11ivill－11ii11雨l％  

別府市大字別府字太白辺 旺－  3．17   0．081   0，69  
2し19とi番地  

茶托’  91138  3．973   34．06  

目昭和29年2月1日  
重昭和∠9年3月31日   

豊泉申分析法   

46．00C（12，0こC）   

無色透明   

無味無臭   

メチルオレンヂ  
7ルカリ性色  

フユノルフク レイン′  

駿性邑  

6．20（180C）   

0．998丁（200c／400）   

1022．612mg／kg   

合土類石膏重曹泉  
（綬和性低張高湿泉）  

0．079   （J．68  

3．259   27．94  

3．745   32．11  

0．046  0．39  

U。036  0．3ヱ  

ぎ」汀4●  1．42   

Ch‥  65．32   

ユIg‥  4ら・54   

ye‥  ユ．29   

封1l‥  1．O   

Al■t－  4．0  0．445  3．82  

11．664  ユOU．UU  

反  応  
A11i（）11  

CII  85．84   

汀PO．1〃  0．4；1   

琵04り  ユ】8。1   

日CO3，  41：r．2   

HS）  0．13ヨ  

2．421  ；王0．76   

0．009  0．U8  

2．459   男1。08  

6．771  古8。（l古  

0▲004    0．03  

水素イオン濃度  
（1－11）   

比  重   

図上形物線量   

泉  瞳  83U．822  11．664 」UU．UU  

Tl了i！1jl110！  

雲．4：ミ0  

0．048  

け2日iO3  1S9．7  
（11▲ela）   

円BO竺  2．09  
（lnet王も） 両面二扇う  

CO望  1ユ3．6  2・581  

U．136   0．OU4  
113t；．348  

l・lビバ  

昭和盟9年3日31［1  

大分県別府市鶴見原  

九州大学温泉治瞭学研究所   

一20 【  



田の常男子浴場  

イ オ ン 表   

C＆tion mg／Kg milljval・nillival％  

顔泉分析成績書  

原泉の名 称   

原泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 法   

長 塩（気濃）   

外  観   

臭  味  

田の揚男子浴場   

別府市大字別府字太呂辺  
2098番地   

自昭和29年2月1日  
至昭和幼年3月31日   

温泉申分新法   

46．00（1（21．00C）   

無色透明   

無味無臭   

メチルオレンヂ  

アルカリ性色  
フユノルフクレイン  

酸性色   

6．14（180C）   

P．99占5（20Dc／1Du）   

999．87mg／i唱   

単飾湿泉  
（疾知性低張高蔑泉）  

K－  

バIl●  

バIIJ－  

し：こl‥   

1Ig‥   

Fe‥  

1lll‥  

ノ11‥－  

Allio11  

CIJ  

6．02  U．15壬  1．34   

93．80   4．U79   35．4（j  

O．60   0．028  0。24   

76．19  ：亨．801   32．98  

36．】9  2．976   盟b．83  

0．13  0．UO5  0．04  

1．0  0。036   0．31   

4．0  0．445  3．86  

1ユ．説犯  ユUU．UU  

反  応  

83．83   2．364   20．52  
水素イオン濃密  

（l、トl）   

比  重   

固形物組量   

兵  権  

ITPO4〃  U．38  U・008  0．07   

日04〃  144．J  3．UOO  26．03   

11COヨ， 374．7  6．ユ40  53．28   

片野  0．396   0．O12   0．10  

82ユ．236  ユユ．方ヨ4  JOu．uU  

milliln（11   

H望S王03 165．4  三Z．】ユ8  

（llletR）  

0．302  
汀BO望  1：ラ．24  

（－net几） 百両面   

CO望  ユ34．2  3．（烙0  

0．165   0．005  
】ユ34．メ4ユ  

H2日  

昭和29年3月31日  

大分県別府市謁見原  

九州大学温泉拾醗学研究所   
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不  老  泉  

イ オ ン  鎮泉分析成績書  表   

111illivユl％  

0．78  

50．02  

0．68  

36．53  

6．42  

0．52  

0．38  

4．67   
1uO．OU   

原長の名称   

原泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 津   

泉浬（気温）   

外  観   

臭  味  

不老泉  C托tinl一  丁11g／lくg lnilliv托l   

別府市大字別固字太呂辺 K●  2・89  0・074  

2171召■地  

正一t●  109．6  4．766  

自昭和29軍2月1日  
重昭和2リ年3月31日   

温泉申分析法   

52。00C！（21．OJC）   

無色透明   

無味鮭臭   

メチルオレンヂ  
アルカリ性色  

フコニノルフク レイン′  

酸性色  

6．19（1～うOC）  

ぎIlヰ●  1．18  0．065   

ロ托‥  69．75  3。480   

1工具‥  7．44  0■61ヨ   

Fe‥  1．39  0．050   

1工11・。  1．U  O。036   

Al‥・  4▲0    0．445  
9．5三Z8  

A11in11  

Cl）  80．49  2▼雲69   

HP「）4り  0．26  0．00≡i   

Sojり  93．37   】．944  

反  応  

ヨ3．82  

0．05  

20．40  

5三i．64  

0。09  

】uu．uu  

水素イオン濃度  
（p】i）  

比  重．0。9989（200C／4DC）  

固形物放量・771．777mg佳g  Il（jO3， 323．ゐ  5．3Uヨ  

単鞘謂泉▲  
（緩和性低張高温泉）  

IISJ  o，257  0．00q  

695．127   9．528  

mi11illュnl  

魚  種  

H2日i（〕3  

（ln蝕1）   

打BO望  

（れ1eta）   

CO望   

H望R  

67．42  0．864  

9．23  0．21ユ  

77】．777  

116．2  2．640  

0．2U4   0．006  

888．ユ81  

昭和29年3月3コ日  

大分県別固持蹴島見原  

九州大学温泉沿岸学研究蔚   

ー▲22・－  



泉 石 温 泉  

イ オ ン 表■  顔泉分析成績書  

永石温泉  C托1ipn mg／1て昌  一－－1iiiv几j l】1日jh鵠1％   

別府市大字別府字南下  K■  ユ2・04   0・308  2・37  

71ノ6番地  
ざ・l●  127．6  5．朗8  42．71  

j京泉の名 林   

原泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 津   

泉混（気混）   

外  観   

臭  味  

自昭和ワ9年2月1日  
重昭和29年3月31日   

温風申分新法   

5i．0しC（21．0しC）   

無色透明   

弱収新味、  
窮硫化水素臭   

メチルオレンヂ  
アルカリ性色  

フコニノルフクレイン′  

酸性色  

6。5壬（18．OC）   

0．9991（コロOC／iOq）   

995．3打mg／1こg   

単純温泉  
（緩和性低張高温泉）  

ポ汀4●  0．5U  O・U28   0．22   

C托‥  64．04  3・195   ヨ4．的   

且すg■■  44■朗  3・691 28■41   

Fe‥  0．78  0・028   0．22   

1ill＝  1．0  0．U36   0．2S   

Al‥●  1．4  0．156  1．20  
j2．99U lOU．UU  

Allinn   

Cl，  170．7  4．814  37．06   

月PO4り  j■OJ  o・02ユ   0。16   

So4り  74・32  1．547  1】．9i   

HCO3，  40三Z．5  6．597  50．79   

HFi，  0．347   0．Ojl O．U8  

9Ul．ユ17   ユ2．990 】UU．UO  

反  応  

水素イオン濃琶  
（plユ）   

比  重   

固形物総量   

泉  種  

millimr〉1  

79．ユ6  ユ．014  

】5．07  0．344  

995．347  

41．58  0．945  

0．409   U．0】2  

jO37．336  

H望F与iOs  
（lneta）   

H月02  
（lnet几）   

CO2   

月2日  

昭和29年3月3】日  

大分県別府市鶴見原  

九州大学温泉治療学研究所   
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璽潮泉茅場  

イ オ ン 表  頗泉分析成績書  

J京泉の名称   

原泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 法   

泉湿（気浬）   

外  観   

臭  味  

婁湖泉義損  C拭ぃll －ng／Kg lnまIliv托l －11i11iml％   

別府市大字別府字北町  K●  7・14  0・】98  1・04  
下一日3番地  

ポ：l、  137．1  5．9β2  3ユ．36  

自昭和29年2月1日  
重昭和29年3月31日   

況泉申分新法   

61．OCC（21．0ちC）   

無色透明   

無臭弱塩味   

メチルオレンヂ  

アルカリ性色  
フエノルフクレイン  

酸性色   

6．29（1bO〔り   

0．9993（200C／iOC）   

1う29．510mg／kg   

合土類食塩彗曹泉  
（緩和性抵張高塩泉）  

Ffh■  0．10  0．UO6   0．03   

C玩‥  1】8．9  5．934   31．21   

A・Ig‥  75・78  6．232  3三Z．78   

ye‥  2．46  0．088   0．4（ミ  

ュI11‥  j．0  0．036   0．19  

Al‥●  5．O U．石56   三！．9：ミ  

ュ9．012 1uu．uu  

AIli（】n  

CiJ  】43．6  4，0；iO   21．30  

反  応  

水素イオン濃度  
（pii）   

比  重   

固形物 絶量   

泉  穐  

0．007   0．04  

2．981  15．6S  

ll．96ユ   62191  

0．0】3    U．07  

】9．u」2  1UU．UU  

Tnillitno1  

1．9］2  

0．337  

3．445  

U．005  

日PP4り  0・32   

日Ojり  143．2   

1丁（jO‥1）  7三Z9．8   

1ISJ  U．43U  
l：；じゐ．4三iU  

∬2鍔iO3  j49．3  
（lneta）   

1∫月0望  J4．78  
（－netil）J5乱510   

CO望  151．6  

上丁巳S  0．107  

1681．280  

昭和29年3月31日  

大分県別厨市鶴見原  

九州大学温泉拾医学研究所   

ー．2t ＿→  



亀  陽  泉  

イ オ ン 表  顔泉分析成績書  

原泉の名 称   

1京泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 法   

最澄（気洩）   

・外  観   

臭  味  

反  応  

水素イオン濃度  
（pJl）  

比  重  

固形物漁量  

泉  穐  

亀 陽 泉  C壬It二O11 Tng／Kg lniHival Tniiiivniプ∠  

別府市大字亀川字亀甲筋 K－  7。73   tI・198  ユ・37  

7こi5ノ1萌・地  
下a●  ヨ37．7  ユ0．33   71．雲6  

自昭和29年2月1日  
主唱和カ年3月31日   

温泉申分析洪   

5（），0（′C（21．0£C）   

無色透明   

教具弱塩味   

メチルオレンヂ●ア  
ルカリ性色。フエノ  
ルフクレイン酸性色   

6．80（180C）   

0・9リリ2（2（′OC／ヰDC）   

10ら5．821mg／kg   

訝 食 塩 泉  
（緩和性陰眼高温泉）  

ざ汀4・  0・ユU  O・UUG u・04   

Cil‥  31．73  1．ゐ83  10．92   

11g＝  25・U8  2・063 14・23   

Fe‥  0．17  0．006   0。04   

Al‥－  2．8     0．311  2．14  

140497 10U．UU  

Allio11   

（プ1，  361）．1  10・15   70．0］   

1TPOj〃  0．43  U・010   u．07   

日O4”   ユ33・5  2・779  ユ9．】7   

ユICO：；，  94・64  1・5古1 ユ0．70   

ロS，  0．231  0・OU7   0．U5  

894．211  ユ4．497 －了疏口元  

TnillilnO1   

月‾2日iO3 138．7  1・776  

（Tneta）   

l丁重02  22．9j  O．5望3  

（－nela） i育云盲：盲云   

CO望  】1●44  0－259  

0．239   0．007  

1U67．bO（1  

月2日  

昭和邪年3月3j日  

大分県別府前約見原  

九州大学温泉治療学研究所   
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亀川野田桑原（浜野温泉）  

イ オ  ン 表  鍍泉分析成績書  

ノ亀川野田泉原  
（浜田温泉）   

別府市大宇内竃字浜田  
1U13ノ1番地   

自昭和29年2月1日  
重昭和製年3月31日   

温泉申分析法   

64・0しC（21・DtC）   

無色透明   

無味無臭   

メチルオレンヂ  
7ルカガ性色  

フエノルフクレイン  

酸性色  

6．42（1とiOC）   

0．9998（乱OC／iOC）   

1とiSl．7ヰ7mg／l（g   

合芭捕食壇泉  
（綬相性保坂高湿泉）  

Tniiijvai れュi】iユ∇iliプ∠  

0．218   0．8G  

】8．32    71．97  

0．067    0．26  

2．9j7  11．46  

3．012   jl．83  

0．01U O．04  

U．044  （1．】7  

U．868   3．41   

25。156 ］UU．UU  

原泉の名 称  C王Iiinll Iユーg／lこg   

R■  8、ゐj  

ドa●  4望1－4   

Xlr4■  J．乱I   

Ca■－  58．46   

対g■●  36・柑   

ye‥  u．29  

1rll‥  ］．2U   

Ai‥’  7．8  

原泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 法   

見通（気洩）   

外  観   

鼻  紙  

Alヽioll   

Ci，  597．2  】6。84   66．柑   

1TPOノ，  U．56  U・012   0。0占   

SOl〃  3U3・5  G．319  24．8∃   

上rUO：－， 13亡）．3  2．3S3   8．97   

1J8，  U．077   U。UO2   0。Ul  

lら7しう．】17  ：∠5。456  1UU．UU  

反  応  

水素イオン濃度  
（1－！i）   

此  重   

岡形物飽量   

泉  穐  

llュiiiillュn1  

3．262  

0．7UG  

O．564  

U．014  

上1ヨSiO3  254■7  
（－1－et乱）   

11日O望  30．93  

（T－－elヱ五） 両所顔   

CO望  3ヨ．12  

0．484  

コ894．35j  

上ⅠヨS  

昭和29年3月31日  

大分県別困市鶴見原  

九州大学温泉治療学研死所   

ー26－  



地敢泉（明禁温泉）  

イ オ ン 表  鍍泉分析成績吾  

地蔵泉（明資塩見）  原泉の名 林   

原泉の所在地  

（ブ叫∩】l I11g／l（g Tlli言iivn上  Tlヽiiiiv托iプ∠  

6．75  

（l∴王4  

25．ゐ3  

12．9G  

ユG．ユ0  

18。67  

1．45  

ユ8．20  

JUU．UU  

別府市大字鶴見字軍資 Ⅳ  0・26   0・260  

1裂け露地  
K●  u．49  0．013  

自和和29年2月1日  
剋i昌和∠9年3月31日   

源泉申分新法   

57，0しC（16・OPC）   

練乳白色徴蛋白石濁   

張収鋸味蘭硫化水素臭   

メチルオレンヂ  

酸性色   

2・96（1bOC）   

∩・998tl（2′∫OC／40C）   

331ふとmg／kg  

泉）  

分析年月 日   

分 析 方 法   

泉湿（気混）   

外  観   

臭  昧  

反  応   

水素イオン濃度  
（p‡1）   

比  重   

固 形物総量  

泉  踵  

ざ几■  22．7U  O．983   

ぶ甘1  9．0  0．499   

Cb‥  】2．44  0．6三】O   

hlg‥  8・740   0．719   

1子e‥  ユ．57  0．0占6  

Ai‥●  6．3    0．70ユ  

3．85J  

Allir）】1  

Ci）  18．70  0．527   

月満0．‡，  ヨ5．24  0。260   

ROl”   146．6  3．05当   

月ゴPOヰ，   0．5G  O．OU6   

日20：lり  0．34  U．006  

25ユ～．94  3．8占ユ  

1：；．68  

6．■／5  

丁9．25  

0．】6  

0．】6  

ユUO．UU   

llュillilrl（〕1   

77．64  0．994  

0．76  0．017  

3：り．34  

200．1  5．872  

198．0  4．499  

729．44  

1了望SiO3  
（lnelFL）   

JT130, 
（－1－eL壬1）   

上Ⅰ望S   

CO望  

昭和29年3月31日  

大分県別府市鞘見原  

九州大学温泉拾揆学研究所  

ー・27－→  



堀田市有泉原（堀田東温泉）  

鋸泉分析成績書  
イ オ   

Cf豆ioll fn箋／1【g   

K●  ユ3．29   

凡t●  22．鮎   

Cb‥  20．73   

ユIg‥  2i．63   

Fe‥  u．ユ8   

Al●‥  2．8  

衷   

】nii呈iv几lプ∠  

一7．6ヨ  

22．2ア  

23．ユ6  

3亡）．85  

0．】3  

6．97   
iOU．UO   

ン  

東田市有泉凝  
（堀田東温泉）   

別田市大字膏立石字  
底畑8：Jリ萌二鞄   

自昭和ヨ9年2月1日  
重昭和29年3月31日   

温泉申分析去   

らlO＿C（13・0ミC）   

乳白色棲混濁  

原泉の名称  

原泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 ≦装   

泉濾（気浬）   

外  観   

臭  味  

l】】j互i汗a1  

0．340  

（I．994  

1．034  

1．779  

0．006  

0．311   

4．464  

弱牧灸大塊弱硫化水素臭  Allio11  

Ci，  36．74   】．036   

日01〃  55．06   1．146   

1TPOニ〃  0．26  0．005   

SjO3り  1．77  0．U3ヨ   

1Ⅰぐ0：－， 135．6  2．223   

1∫S，  0．73  0．092  
311．（；4  4．464  

23－21  

2567  

1J．11  

い．7：】  

4S．80  

0．49  

Juu．ou  

メチルオレンヂ  

アルカリ性色  
フエ ′ルフクレイン  

酸性色   

5。9P（1bOC）   

∩。9恥2（2、′OC／iOC）  

330・7加1g／kg  

反  応  

水素イオン濃暖  
（pj了〕   

此  重   

固形物総量  

泉   寝り諾露温泉）  l†lilii】nOl  

O．574  

0．097  

2．722  

U．088  

月ち錯03   44．g4  
（lnetども）   

FBO慧  4．27  
（Tnela） う百百万言   

CO9  ］ユ9．80  

上†〇冒  3ごUO  

483．5占  

昭和雲9年3月31日  

大分県別府市琶蓮見原  

九州大学温泉治按学研死所   

一一 28 －一  



前八幡泉原  

イ オ ン √表   

Chilo11 一山g／l増  山－illivallnil加alタ占   

K●  1．08  0．0ヨ8   0．6Ⅰ   

ざa‥  31．07  1．35ユ  29．64   

Ua‥  ヨ7．59  ユ．376  30．19   

1蜃g‥  16．15  1．328  幻．13   

Fe‥  0．84  0．030   0．66   

Al‥●  4．0    0．4亜   9．76  
4．558  1UU．  

Anion   

Ci，  31．40  0．886  ユ9．44   

SO．ユり  62．86  】．309  28．72   

1IPO4〃  u．22  0．005   U．11   

日望03〃  1．68  U・0】ゐ   0．33   

月■CO3， 】42．0  2．327  51．U5   

上Ⅰ胃  0．53  U．UT6   0．≡娼  

3ユ9．52    4．558  ユUU．UU  

靡泉分析成績書  

原泉の名布   

原泉の所在地  

分析年月 日   

分 析 方 法   

長塩（気温）   

外  観   

臭  味  

前八幡泉原   

別府市大字南立石字  
下板地197こiノ3番地   

自昭和29年2月1日  
重昭刺出年3月31日   

温泉申分析法   

6」＝・05C（9・080）   

級乳白色徴混濁  

弱収蝋味徴硫化水素臭  

メチルオレンヂ  
アルカリ性色  

フコニノルフク レイン  

酸性色   

5・・ぬ（180C〕   

0・9982（2000／40C）   

36」＝．aOmg／kg   

単純温泉  
（緩和性低張高温泉）  

反  応  

水素イオン濃度  
（lllll）   

比  重   

固形物線量   

泉  踵  
Tni▼11ilnO1  

41．88  0．536  

3．20  0．U74  

364．5U  

6．95  （J。158  

0．14  0．004  

3了ユ．59  

上1詩SiO3  

（llュel；L）   

上1月O空  

いnela）   

CO望   

1T2日  

昭和29年3月31日  

大分県別府市街見ょ京  

九州大学温泉清涼学研究所   

「－29－  



別府温泉分光分析報告書  

第 二 報  

九州大挙温泉治療撃研究所  

1．緒  

二十八年度大分県源泉調査研究会の依頼に依り、二十七年度に引綻き大分県別府市内。  

田の法温泉男子浴場。同女子浴場。不老泉・永石塊泉由冨潮泉彗湯泉原・亀川亀隠見・岡  

野「日展貫（浜田池魚）・明惣地蔵泉◎堀田市有泉原（堀田東温泉）。前八隙泉原。以上十  

ケ塀の温泉把つき、島津製QF→帥型水守1分光写虞器を用い、現最中の微量成分の調査履  

行った。   

2．温ぞ乙の探取   

温泉化学的調査と同じく湯樋より授辞した。   

3・分党分析成績書   

別紙（十＋中等畳。＋徴量）  

但し温泉の化学的調査に於て、イオン表に表示せるものを除く。   

4，考  接  

（A）各温泉（十ケ朗）線量成分数  

亀川亀！湯泉。同野田泉原（浜田温泉）。不老泉‥・・・・・tlO   

堀田温泉・田の湯温泉男子浴場。永石温泉・円の湯温泉女子浴場・冨潮泉語湯……… 8   

前八幡泉源。地蔵泉……… 7  

（B）各塩魚（十ケ所）共通線量成分  

軌．  A＄．  Cu。  1－i．  

ーー 30－＿   



鉱泉分光分・析成績書  

雫田市有泉（堀田東温泉）  

＋＋  丑In Br Ag  

＋  As V AIo  

前八幡泉原  

＋十  迅余】 Cu  蝕  

Cll l二i 】∋a  

＋  As V  ツi Ii払  

地 蔵 泉  

＋十  CⅥ  

＋  As illll V  ツi Sr Ag  

亀 陽 兵  

＋＋  軸  

＋  A汽  Mn V Li Ch Ti Ag Ge Ba  
亀川野田泉原（浜田温泉）  

十十  迅‡n Sr  

＋  As V  最  CⅥ  Ti Ag Ge Ba  
田ノ湯男子浴場  

＋＋  Ⅴ  トご  Ba  

＋  As Li C11 Ti Ag Ge  

田ノ湯女子浴場  

十＋  V Rr  云a  

＋  A男  山  Uu Ag ］〕i  

不 老 泉  

＋＋  Cu  蝕  

＋  As V  ムi Ti Ag Ge Ba  迅加  
永石温泉  

十＋  抽  B王も  

＋  As V nfo  上Ji CⅥ  Ag l二i  

壷潮泉蒸湯  

十＋  凪竺11 上Ji 醜  Ba  

十  As V Cll lJi  

註 イオン表に表示Lたる成分は分光分析成韻より除く  

昭和29年3月31日   

天分県別府市鶴見庶  

九州巨大学温泉治療学研究所   

｛31．、   



別府温泉調査報告  

第 一 報  

（温泉分光分析成績）  

1緒  日   

日召和27年慶大分県源泉調査研究会の紋頼により大分県別府市内竹瓦温泉男子浴場・竹瓦  

温泉女子浴場・霊潮温泉男子浴場・霊胡温泉女子浴場ら楠洩泉・柳濾泉。天然砂湯上り場  

梅門寺温泉・浜協認泉場十万地獄。以上十箇所の源泉につき島洋梨QFGO型水晶分光写虞  

器を用い温泉中の碩量成分の調査馴召和三8年1月より同年4月に亘り実施した。  

2 温泉の採取   

洩泉申分析放と同じく試料は湯桶より採取した〇  

3 分光分析成績   

別紙（＋＋中等量＋微量）  

但し温泉rPの共通成分にして温泉申分析法の定量の対称となる、鼠、Ⅸa、C几、Rrg、ye、Al、f’の   

七成分は記載より除く。  

4 考  接  

（A）各温風（十箇所）級量成分数  

迅成分；十万地獄  

11成分；竹瓦温泉女子浴場。柳温泉。海門寺温泉  

10成分；竹亙温泉男子浴場・叢潮温泉男子浴場  

8成分；天然砂湯上り吉男・寄湖況泉女子浴場。柿豊泉・浜防湿泉  

（B）各温泉（十箇所）共通微量成分  

CⅥ  B  ツi  瓦【n Br   

（C）各温泉（十箇所）級量成分推定含有量   

（1）比  素  

十万地音訳には温泉申分新港にもとづき定量される程度（首空As（）4’0．75Ⅰ－1g／kg）の  

比素が含有されているが他の竹瓦温泉男子浴場9竹丘況泉女子浴場・霊潮温泉男  

子浴場。霊潮温泉女子浴場。天然砂湯上り湯等は化学的定性法では未検出なるも  

分光分析では検出された。従ってこれら五箇所の温泉の比素含有量は50V以下と  

推定される。  

・－ イ ー   



（2）rrこ／ガン  

塩最中分析法により定量されたものは分光分析では＋＋と出ているので＋のマン  

ガンを合している浜脇温泉・天然砂湯上り拐・晦門寺温泉・十万地獄のマンガン  

含有量は30V以下と推定される。   

（3）其の他の碩量成分含有量  

一般的に十十程度のもの1含有量は甘の100単位程度と推定され＋程度のものはr  

の10単泣程度と推定される。従って十十程度含有される成分碓化学的に定量され  

るがAg、⊥i、Bご、CⅥ、Ba等は温泉申分新法では定量を除外されているのでこれ  

らの定量は行わぬ、玉は化学的定性で隠検出されず分光分析では十＋と検北逼れ  

ている、然し玉は感度が良く十十と検出されてもその含有量はーの10単泣と推定さ  

れる。  

（D）近接泉瀕の検量成分比絞   

（1）竹瓦温泉男子浴場・女子浴場の牧童成分比較  

共通成分；As Zn V ムicl】王；11］抽1巨k】如  

不共通成分；（兄（竹瓦女子浴場）   

（2）霊潮漁泉男手浴場・女子浴場  

共通成分；As Zn 王iCⅥ Ti凪In Sヒ Ba  

不共通成分；以Cr（霊湖男子浴場）   

以上の如く各温泉とも十数種の扱量成分を含有し、その医療的効果を考慮すれぼ、温泉  

申分新法と併用して温泉分光分朝恩行う事は欠くべからざる事であり、この両分析計行つ  

てこそ医療的に意義のある塩魚分析と云い得る。  

昭和28年6月1日  

九州大学塩泉拾凍学研究所  

■・・・・・一 1ユ ーーー   



鉱二泉ミ分光分析成績一書  

竹瓦温泉男子浴場  

＋＋ ；  

＋  ；  

竹瓦源泉女子浴場  

＋＋ ；  

＋  ；  

豊湖洩泉男子浴場  

＋＋ ；  

＋  ；  

霊潮温泉女子浴場  

＋十 ；  

＋  ；  

楠  源  泉  

＋＋ ；  

＋  ；  

ムi  巨；r   

As Zn V Cu B l二i 凪In B王l  

ムi  王i Sr   

As Zn V Cu  ツi ］l］h Ba Cr  

出   n・1ll  甑   

As Zn  上i Ba Cu  ツi Cゞ  

B  皿fn Sr   

As Zn Otl lJi Iね  

迅In Sr Ba   

Zn V CⅥ  B l二i  

昭和28年6月1日  

、九州大学温泉治療学研究所  

十■■■一 ハ；－1   



鉱泉分光分析成績書  

柳  温  泉  

十＋ ；  

＋  ；  

浜 脇 遮 泉  

＋＋ ；  

十  ；  

天然砂湯上り湯  

十十 ；  

十  ；  

海 門 寺 温 泉  

十＋；  

＋  ，  

十 万 地 獄  

十十 ；  

＋  ，  

五In Sr B王I   

Zll V  ムi Cu B  リ〕i Cr  Sn   

B   

Z工1  上i Cu  ユーn Sr  γi  

Sr   

As  上」i Cu  王】  瓦工】l I】a  ソi  

V clユ  B  軌   

∠n l二i lJi Ba Cこ  bn nIll  

Ag A円  上i 仇  月  蝕   

Bb I）b  王】  Zn rri 迅In Ba  Ge  

昭和28年6月1E】  

九州大学温泉治療学研究明  
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